はじめに
在宅療養を希望され、住み慣れたご家庭で患者様が穏やかに過ごされるよう私たちはサポートさせていただいています。しかし一番患者様を支えていらっしゃるのはご家族の方々です。介護をされていく中で、ご自宅での看取りを決められていく方々も多いと思います。しかしながら、人はどのような過程で死期を迎えられるかと不安を抱かれ、病状が進行するにつれ「どうしたらよいのだろ」「何もしてあげられない」「このまま看取ってよいのだろうか」と悩まれる方々も少なくありません。決して皆さんが同じ経過をたどられることはありませんが、おおよそ死期を迎えられるまでの症状や状態を知り、対応することができるならば、一緒に過ごす日々をより充実したものにし、日々の介護の不安も少しは軽減していただけるのではないでしょうか。ここに書かれていることが全て、当てはまるわけではありませんが、ひとつの参考としてお読みいただければ幸いです。不安な時はいつでもご相談ください。
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以下に死期が近づいてきた時の変化をあげていきます。ここに書かれている変化が全て起こるとは限りません。おおよそ亡くなられるどのくらい前かという目安で書いておりますが、経過や症状は人それぞれ違いますので、介護される中で、「様子がおかしい」「心配だ」と思われる時は、いつでもご相談ください。
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＊最初に見られる変化＊
　今までされてきた日常生活が徐々にできなくなってきます。「身体がだるい」「横になることが多くなってきた」「食欲が落ちてきた」というよう症状が、おおよそ３カ月くらい前からみられてきます。気分のいい日、悪い日と波がある状態が続き、徐々に体調の悪い日が多くなってきます。
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＊おおよそ1ヶ月～数週間前＊

①食欲の低下
　1回の食事量が減り、普通のご飯からお粥へ、お粥からスープへといった状態になり、しだいに水分を少量といった具合に食欲が落ちてきます。この頃は、身体自体が栄養を徐々に受け付けなくなってくる時期です。飲み込む力も弱くなってきます。
②力がなくなる、傾眠傾向になる

　身体を動かす力が弱くなり、ベッドで過ごすことが多くなってきます。移動することがつらくなり、トイレでの排泄が困難になってきます。昼夜を問わずうとうと眠っていることが多くなります。日時の間隔が薄れ、昼夜が逆転される方が多いです。
また、この時期つじつまの合わないことを話したり、家族の人には見えない誰かに話しかけたり、突然起き上がって何かをしようとしたりすることが出てきます。睡眠を十分にとる事で改善される場合もありますが、戻らない場合もあります。
③尿や便の量が減る
　飲んだり食べたりする量が減ってくると、尿や便の量が減ります。また、体力の低下と共に尿や便を失禁したりすることがあります。
＊おおよそ1週間～数日前＊

①意識がもうろうとする
　この頃になるとほとんどベッドから起き上がることはできなくなってきます。目をつぶってウトウトしていることが多くなります。意識の状態が変化し、混乱したり、現実と夢が行き来したり、過去と現在が入り混じったりします。「夢でお迎えが来た」などといったお話をされる方もおられます。しかし、眠っているようにみえても、声をかけるとしっかり返事をしたりする時もあります。また、無意識に、手足をばたばたするようなこともみられます。
②身体的な変化

　血圧が低くなってきます。体温の上昇や低下など1日の中でも変化します。それに応じて汗をかいたり、呼吸が速くなったり、逆に手足が冷たく呼吸が遅くなったりしてきます。
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＊おおよそ48～24時間前＊

①手足が冷たくなる

　血圧が低くなり、はっきり測定できなくなってきます。血のめぐりが悪くなり手足が冷たくなり、皮膚が所々紫色になってきたりします。
②呼吸が弱くなる

　いよいよ死が近くなってきますと、呼吸が弱くなり、10～30秒ほど呼吸が止まり、またゆっくり呼吸をしだすといった状態になってきます。肩で一生懸命呼吸をするような感じの方もみられます。しだいに、下顎をパクパク動かすような呼吸になってきます。また、このような呼吸の変化がみられる前後に、喉の反射の低下や筋力の低下により喉元でゴロゴロ、ゼイゼイする音がしてきます。手で何かを払うようなしぐさをされる方もおり、見守っておられる方は「苦しいのではないか」と心配されるかもしれません。しかし、この頃には生体は苦痛から解き放たれご本人様はあまり苦しいと感じないようです。
　意識がほとんどないようにみられますが、聴覚は最後まで保たれています。
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＊呼吸の停止、旅立ち＊
　数度の長い間隔をあけた呼吸に続いて、最後の呼吸がみられます。呼吸が止まり身体としての命が終わり、魂が次の世界へ旅立ちます。この旅立ちに際し、地域の風習など違いがあると思いますが、お水を口元に少し含まる（末期の水）、祈りをささげるなど、最後のお見送りがあると思います。ご本人様の好きな曲をかけてあげる方もいらっしゃるでしょう。手を握ってあげたり、体に触れてあげたりして、「がんばったね」「ありがとう」とお別れをしてあげてください。ご本人様はきっとご家族様に見守られていた事を感じながら、旅立ちに向かわれるでしょう。
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最後の時をご家族の方々で迎えられる場合、気持ちが動揺し、慌ててしまうことがあるかもしれません。ひとまず深呼吸し、落ち着いてクリニックへご連絡ください。（夜間であれば、緊急連絡へ）

　最終的に医師が往診し、最後の確認をいたします。

[image: image7.wmf]こんな時には・・・
　在宅療養される中で様々な不安・心配が出てくると思います。まずは何でもお話ください。以下に今まで寄せられた相談内容を少しご紹介いたします。
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相談①：

体力が少し落ちてきたが、本人がしたいことがあるという。調子が悪くなったりしないかと考えると、無理して動かないほうがいいのではと心配する。
　　　　　　　↓
ご本人様は何をなされたいのか、どうしてそれをしたいのか、まずはそこから一緒に考えていってはいかがでしょうか。人生を振り返り、やっておきたかったことやまとめておきたいこと、そして何かを残しておきたいなどいろいろな思いがあるのではないでしょうか。そうした思いをともに考え、次にそれらがどうしてあげたらできるだろうと一緒に考えていきましょう。
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相談②：

　食欲がだんだん落ちてきた。食べないと体力が落ちてしまうのではと心配だ。
　　　　　　　　↓
身体は、時期が進むにつれ、徐々に栄養を受け付けなくなってきます。無理に栄養を入れれば、身体は処理しきれず、かえってむくみや吐き気をまねきます。ご本人が口から摂取される量が、その時期の身体にとってちょうどいい量なのかもしれません。頑張って食べることを勧めるのはご本人にとってつらく感じるかもしれません。ご本人が食べたい時に食べたいものを少しずつ取ることが、いいと思います。好みが変わることも多いので、食事時間や栄養面といったことにこだわらず、ご本人の希望を聞いてあげるとよいのではないでしょうか。　

また、水分が減ってくると口内の乾燥がひどくなってきます。霧吹きなどに番茶を入れスプレーしてあげたり、小さな氷片をあげたりすると口内の乾燥を和らげ気持ちがよくなります。
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相談③：

　お薬をのむことが難しくなってきた。

　　　　　　　↓
その都度、必要なお薬を考え、のめるようであればのんでいただくようにお願いすると思います。痛み止めなどは止めると痛みが出てきますので、はり薬、坐薬など他の方法に切り替えていきます。
相談④：

　最近話しをしてもつじつまが合わない。時々「そこに誰かいる」と言ったり、言動がおかしいがどう対応したらよいだろう。

　　　　　　　　↓
穏やかにお話されているようであれば、ご本人様の言動をあまりはっきり否定したり、正そうとせず、穏やかにお話をお聴きになり、安全に気を付けてあげることが大切です。興奮が強い場合や安全面がとても心配な場合など状態に応じ、お薬を使う場合もあります。
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質問⑤：

　ほとんど眠ってばかりで、何もしてあげられない。何をしてあげたらよいだろう。

　　　　　　　　↓
状態が進み、ほとんど眠ってばかりいることが多くなってきます。お話が聞こえていても、話すことも徐々にしんどくなってきます。話しかけても返事をしてくれなくなるかもしれません。しかし、折にふれいろいろな思い出話をしてあげたり、ご本人様に伝えてあげたいことなど、話しかけてあげてください。ご本人様の状態をみながら、疲れないよう配慮し、会いたい方、会わせてあげたい方に会っていただくのもよいと思います。１つご注意いただきたいことは、聞こえていないように思われても、ご本人様の近くでは、余命や葬儀のお話などをなさらないようにしてください。（耳は最後まで聞こえています。）
ご本人様は、皆様がそばにいてくれることを感じることで、とても安心されると思います。そばにいて、手を握ってあげたり、口の渇きを癒してあげたり、ご本人が心地よいだろうと思われることをしてあげてください。

　しかしながら、見守っていても不安に感じる時もあると思います。状態の説明を聞かれることで、不安が和らぐこともあります。私たちも様子を伺いながら、その都度状態のお話をさせていただきますので、いつでもご連絡ください。
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